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第8表はチオフ丁ネートメチル剤1．500倍を4月中旬

（発芽期）より7月下旬まで，10日ないし2週間おき

に9回連続散布したものである。

この結果，慣行防除区に比べてほぼ光の発生で極め

て高い防除効果を示した。

第9表はチオフ丁ネ→トメチル剤1．500倍を5月上旬

（開花前）より7月上旬まではば10日の散布間隔で

連続5回散布したものである。

この結果，慣行防除区に比べて実に20倍の高い防

除価を示した。

以上の試験事例などから．本病の感染盛期における

薬剤防除によって，相当高い防除効果を期待できるも

のであるが，防除適期，散布回数，防除薬剤などにっ

いてさらに検討の余地があるものと思われる。

リ　ンゴ貯蔵病害の実態調査

高橋　俊作・水野　　昇
（秋田県果樹試）

1　ま　え　が　き

リン′ゴの貯蔵病害についての研究は，諸外国におい

ては数多く行われており，かなり明らかになっている

が，本邦においては，これまで個別的に研究されてい

るだけである。

リソゴの貯蔵問題が本格的に試験研究されてきたの

が数年前であることから，貯蔵病害の研究が冷温，CA

貯蔵などの関連で行われた例は極めて少ない。現在冷

蔵貯の普及が一般化し，さらにはCA貯蔵も一部実用

化が進んできて，同時には病害防除体系の変化との関

連から貯蔵リンゴの障害の問題が多くなってきている。

本研究はこのような状況下にある貯蔵リンゴの障害の

うち，寄生菌による貯蔵障害（貯蔵病舎）の実態を明

第1表　45年度実態調査場所

らかにし，防除法を検討しようとするものである。本

研究は青森県りんご武を中核とする総合助成（りんご

の商品性向上のための貯蔵技術の確立に関する試験）

の脇力試験として行った試験の一部で，45，4°年産

リン∵ゴについての実態調査結果を取りまとめたもので

ある。

2　試　験　方　法

145年度の調査：秋田県県南地方に設置されてい

る主な選果場冷蔵庫7カ所について48年2月上旬に

出庫直後，選果時に被害巣を選出し，それらについて

病教別，発病の原因別区分，病巣からの病原菌の分離

などを行った。調査場所，調査点数などは第1表のと

おりである。

調 査 冷 蔵 庫 名 と 略 称 調 査 品 種 と 点 数 貯 蔵　 方　 法

金 鹿 園 選 果 場 ⑳

中 央 〝 ㊥

櫓 沢 〝 ㊨

増 田 〝 ⑧

増 田 農 協 〝 ⑩

横 手 〝 ㊥

＠　　 ゴー ル デ ン　　　 5 点 C A 貯 蔵

㊧　　 ス ター キ ン グ　　 4
〝

㊧　　 ゴー ル デ ン　　　 5 0 ℃ 貯 蔵

⑩　　 国　　 光　　 1
〝

㊨　　 ゴー ル デ ン　　　 2
〝

㊧　　 ス ター キ ン グ　　 5
〝

㊨　　 ゴー ル デ ン　　　 5
〝

（参　　 ゴー ル デ ン　　　 5
〝

㊧　　 ゴー ル デ ン　　　 4
〝

㊨　　 国　　　 光　　　 2
〝

㊧　　 ゴー ル デ ン　　　 5
〝

雄 勝 第 1　　 〝　　　 ㊧ ㊨　　 国　　　 光　　　 2
〝

江・㊨：無袋果　㊨：有袋果
1点　約40箱
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2　4‘年度の調査：45年度の粥査結果から無袋ゴ

ールデンでの貯蔵病害が主に問題のようであるのでこ

の品種に限定し，47年1月末～2月上旬に45年度と

同じ方法で調査した。調査場所などについては第2表

に示した。

第2蓑　48年度実態調査場所

調査冷蔵庫 名 と略称 調 査品種 と点数 貯蔵方法

金 麓 園選果場⑲

経 済 連 〝 ⑳

相 沢 〝 ㊥

中 央 〝 ⑲

増田農脇 〝 ⑩

増 田 〝 ⑧

㊨ ゴールデ ン ‘点

〝 5

〝 2

〝 d

〝 8

〝 4

0 ℃貯蔵

〝

〝

〝

〝

〝

注．⑳：無袋果　1点数：40箱

第5表　病散と病原菌

5　試　験　結　果

1　貯蔵病書の病徴と病原菌

実態調査で摸出された被善果について，個別に病教

と病原菌について検討を加えた結果第5表に示したよ

うに閑連づけられた。この関係がどの程度確かなもの

であるかを“年度に確かめるため，病教別に区分し

た病斑10コについて病原菌を分離して検討した。

この結果は第5表に示した。

病後と病原菌との関連から70喀以上の確率で区分

できるものは810merOlla　8p．，Macropb0－

ma・・8p・l fOnlcillium　8p・I810808pO－

ri－ユ皿　8p・I Altornaria　8p・■　BOtryt1－

8　8p．，8elerotinia Sp・などであった。こ

れらのうちで，010m8rlla　8p．，MaCrOph－

oma　8p．は同時に不明菌（X，y菌とした）が分離さ

れ．これら不明菌が発病にどの程度関与しているかは

不明である。これら7菌株はいずれも有湯では明らか

に盤い病原性を示した。

病　　　　　　　 徴 関 係菌，分離 での発生率 区分記号

病斑 の中心 部は淡黄褐色，全面的には褐 色か赤褐色，果肉は軟 8 1 0 m O r e l l 已　 8 p．　　 70 痴
A －B

C

D

E

p

q

H

S

化 。 不明菌　　 y 菌　　　　 100 喀

全面梅色， 中心 部を主体に異化す る。果肉も黒化 している場 Mlいe r O p h O m a　 8 p．　　 80 痴

合が多い。果肉は軟化～乾腐。 不明菌　　 Ⅹ菌　　　　　 100 痴

全面褐色， 独特の臭気が あ り，果 肉軟腐雲糾こ青色 を混入す る f e n i c i l l i tl m 8 p． 10 0 痴

8 1 0 0 0 8 p O r i ll m 8 p ．10口座

0 1 0 e O e p O r i n m 8 p ．10 0 痴

A l t e r n a r i a 8 p． 10 0 痴

8 0 t r y t i 8 8 p． 10 0 喀

S c l o ：r O t i n i a 8 p． 10 0 多

場合が多 い。軟腐 。

全面褐色で円 く凹み ， B 11 1 1 ’6 －O y e　 t y■p O　の病 斑果 肉

は乾腐。

黄色 の病斑 かまたは中央 部が淡禍黄色で周囲が嶋色，果 肉は乳

白色に乾腐。

全面黒褐色で緑 色をおび， 周辺部は黄緑色 に近 い水浸 状 を呈

す 。果肉は黒褐色に軟腐 。

脱 色 して淡黄色で水浸状で表 皮危い。後に褐変園化す る。果

肉は始 め歓腐後にやや硬化。

初 めは褐色病 斑で拡 大早 く， 全面に及び． 後に黒化 し堅 くな

る。

2　45年度の実態調査結果

調査結果は第4考に示したとおりである0

日）無袋ゴールデン：調査は7冷蔵庫，20点につい

て行った。平均発病果率4．5痴（最多発病果率15感，

最少発病果率0．7喀）で予想以上に多く，調査したもの

の内には15帝にも及ぶ果実も見られた。発病巣の病
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徴区分からすれば，主体は010merella　8p．（A．

B）で，次いで，Maerophoma　8p．（C），Poni－

elllilユm　8p・（D），810808pOrium　8p．（F

黄腐れ病）で，これらで大部分を占めた。

これら病原菌の侵入門戸（発生原因別区分）は主体

が黒点であり，次いで傷であった。害虫跡，8．アが原

因になっている例は少なかった。病原菌と侵入門戸の

関係では・810mer011a　8p．，MaeropbOⅡla

第4蓑　45年産果実の実態調査結果

8p・は100痴呆点で，POnieillium　8p．とGl。＿

80SpOriu皿　8p・は黒点・傷が門戸になっていた。

貯蔵方法，0℃かCAによる差はサンプル差があって

比較はできなかった。

（2）無袋スターキング：調査は2冷蔵庫7点である。

平均発病果率5・2努（最高1咽・最少1・0酵）であった。

病散，原因別区分で無袋ゴールデンと同じ傾向であっ

た。

調 査 場 所

貯 蔵 方 法
調 査 品 種 調 査 果 数 発 病 果 率

（ 喀 ）

病 原 菌 別 病 巣 率 （痴 ） 発 生 原 因 別 病 巣 率 （蕗 ）

A 】〕 C D E F α H 果 実 傷 害 虫 跡 8 ．ア

⑧　 0 ℃ ㊧ ゴ ー ル 5 ，0 7 2 8 ．8 5 8 8 2 5 1 1 1

1

1

1

4

5 （i

1 7 5 2 1

5 1
⑳ 0 ℃ 〝 1 6 ，5 9 4 5 ．4 d O 4 1 4 5 8 1

1

2

7 2 9

⑳ c A
〝 具 2 18 4 ．2 7 5 2 5 8 1

9

8 8 5 9 1 5

⑩ 0 ℃ 〝 2 ロ，∩7 1 2 ．8 7 1 9 1 5 5 8 7 9 1

8

2

1

⑳ 0 ℃
〝 て 5 7 5 1．8 5 0 2 1 0 2 5 8 5 1 0

㊥ 0 ℃
〝 4 ．d d D Z D d d 1 4 1 0 4 1 5 7 5 1 4

㊥ 0 ℃ ㊨ 芸 ； ；
q 1 9 9 7 8 7 9 1 2 ‘ 2 4 1 8 7 7 1 1

◎ c A 〝 1 1，8 5 5 2 ．8 5 1 1 8 1 5 5 8 5

5

1

5 9 1 ° 1

5

1 0

㊥ 0 ℃ （参 国　 光 1，0 2 5 A d 4 4 占 2 7 4 ‘ 4 5 1 1 5 5

鱒 0 ℃
〝 1 0 ，4 1 7 2 ．2 5 7 7 1 1 1 5 4 2 1 1 5 4 0

⑳ 0 ℃
〝 15 ，0 0 1 2 ．0 ‘8 1 2 1 5 2 2 2 4 2 5 2 8

⑧ 0 ℃ ㊨ ゴ ー ル 4 ．5 2 9 1．7 2 5 5 5 5 1 2 7 5 5 5 1 2 9

⑳ 0 ℃　　 〝 ？ 9 巣 5 5 5 5 5 5 5 5 8 7

無 袋 ゴ ー ル デ ／ 平 均

無 袋 ス タ ー キ ン グ 平 均

有 袋 国 光 平 均

4 ．5 8 5 1 0 1 5 5 1 1 1 1 8 0 1 2 2 2

5 ．2 8 5 1 5 1 0 2 d 2 7 5 1 1 4 1

5 ．6 5 0 5 1 5 1 0 4 1 1 1 4 1 0 1 0 5 5

（3）有袋国光：5冷蔵庫5点を凋査した。平均病果

率5・d多（最多5・8多，最少0．2多）で無袋巣より少な

かった。前2品種と様相が異なることは，Glomer0－

11已　8p．による病菜がやや少なくMaerophoma

Sp・はさらに少なく010eOepOrium　8p．が多い

こと，原因別区分としてB・Pによるものが主体となり，

他の原因がいずれも10痴以上であることである。

（4）有袋ゴールデン：2冷蔵庫5点の調査である。

発病果率は極めて少なかった。目だった現象としては

′つる割れ′部からのAlternari已　6p．の発病

が多かったサンプルが見られることであった。

5　48年度の実態調査結果

“年度は7冷蔵庫27点，無袋ゴールデンのみを対

象として調査した。平均発病果率5．5多（最多22藤，

最少0・2多）で45年度果実の場合よりも高い発病果率

を示した。㊨のサンプルで高い発病果率が見られたが，

ここのサンプルは全て個人防除閑の果実であることに

問題があるようである。病原菌別区分では45年度よ

り種類が多く，主体菌には変りがないが，それぞれ発

生率が高くなっている。また，80tryti8　8p．

Sele‥rOtinia　8p．の発生黒も多かった。発生原

因別区分では45年度とほぼ同じ傾向が見られた。
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第5表　46年産果実の実態調査結果

調 査品種 調査果数 発病果率
（帝）

病 原菌別 発病果率 （喀）

A ●　B C D E F 8 H
調査場所

発生原因別病果率（痴）

黒 点 傷 虫害跡

庵 ）ゴ ー ル
1 7 1 7 1 4 ．5 5 5 2 0 5 1 0 5 5 1 9 7 5 8 1 1 5

〝 1，7 2 5 5．5 4 2 1 8 1 1 2 2 5 1 1 5 5 5 0 1

〝 ろ 5 1 7 4 ．5 8 7 7 8 5 1 9 2 1 d D 5 2 2

／／ 1 8 ，5 5 5 0 ．7 5 5 2 2 1 5

5

1 9 1 1

1

5 0 2 1 5

2

〝 1，5 8 8 4 ．9 1 9 1 7 5 8 2 2 2 2 8 8

〝 ス 9 2 5 5 ．4 8 5 2 5 8 1 d d 5 1

〝 5 ．5 4 8 1 4 1 8 1 8 4 2 5 2 5 2 2

◎
◎
㊥
⑩
㊨
⑳
平

4　総　　　　　括

45，48年の2カ年にわたり主に0℃冷蔵庫内の果

実について貯蔵中の寄生菌による病害発生の実態につ

いて調べた。45年は品種別，有袋，無袋別調査を行っ

たが，特に無袋ゴールデンで問題も多く，寄生菌の種

塀も多かったことなどで．“年は無袋ゴールデンにつ

いてのみ調査を行った。また，45年にCA貯成果の調

査も致点行ったが，サンプルも少なかったことも原因

してか，0℃貯蔵果と大差なく，寄生菌の種煩差も見

られなかった。

平均的に見ても本県での調査結果が発病果率として

高い結果を示している。このような結果についての原

田として次の点が考えられる。

第1には無袋黒が多いこと。

第2には収棲後遺果せず直ちに入庫されること。

第3には袋による収種であるので傷発生が多いこと。

第4には果実病害の多くが収穫時に発病していない

ものが多いこと。

第5には個人防除園からの搬入果菜で被害の多いこ

とから見れば，生育中の防除の良否が問題になる。

第‘＝こは収穫期の遅れによる発生の増加が見られる

こと。

以上のようなことが発生を多くする原因として考え

られるが，原因としては貯蔵中での原因よりも，果実

が生産されるまでの間がむしろ原因として大きいよう

である。

寄生菌としては010merella Sp・，Macro－

pbom Sn，Penicillium ep・，010808－

porillm　8p．が主体で，他にはAlternaria

Sp・，80tryti6　8p・I Sclerotinia Op・

が目だつものであった。寄生菌の浸入門戸としては果

点が主体であり，そこから810mer011a sp．，lh【

crophoma　8p．が侵入している場合が多い。こ

の場合は生育中の薬剤散布との関係で今後防除体系上

考えなければならない場面である。Penlcilliu・m

8p．は大部分が傷からの侵入であり，傷は押傷．果硬

が突きささったものが多いので収橙時，運搬時の注意

によって軽減される場面である。

発生率としては少なかったが，80try■ti6　日p・

Sclerotinia Sp．が目についたが，これらの場

合には病巣との接触で伝染するので数果がかたまって

発病している例が大部分であり，低温下で病斑拡大も

ぉう盛であるので他病害より被害度は高い。2カ年の

調査であったが一応実感が明らかになったので，さら

に詳細な場面を調査していく予定である。

Bナイン処理によるリンゴ果実の貯蔵性について

高瀬紘一・鈴木清吉・香山武司・奥山仁六
（山形県園試）

1　ま　え　が　き

リンゴの薬剤散布体系は，ボルドー液が主体になっ

っているが，薬剤の調合に労力がかかることなどから，

非ボルドー化の傾向にあり，これまでにボルドー液に

代わる薬剤の検索が続けられてきている。しかし，非

ボルドーの散布体系ではリン′ゴ果実の生理障害が多く

なるなど，貯蔵性が劣るといわれてきた。

植物生長抑制剤のBナインは．生長抑制作用だけで

なく，リンゴの貯蔵性を増すといわれていたことから，


